
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

総合診療・急病センター［地域医療］研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
「何でも診たい、治したい」というマインドは医師を志す原点である。しかし、医学の発展、機器の開

発とともに医療は高度に発展し、医師が学ばなければならないことが膨大となり、しばしば医師の学習

能力を越えてしまう。病院は機能を特化し、役割分担が進み、単一の病院ですべての疾患について診断

から治療、外来ケアまで行うことは、極めて困難な状況である。国民の健康については、単一の病院で

はなく、慢性期療養型病院、介護施設、在宅診療を含む地域で連携して行うことが必要である。都市部

においても複数の疾患をかかえる高齢者が増加し、多様かつ細やかな対応が求められており、多様な医

療サービスを包括的に柔軟に提供することができる総合診療医のニーズが非常に高まっている。高度急

性期から慢性期、そして在宅医療、さらに地域での健康増進や予防医学まで対応できる卓越した総合診

療専門医を育てることが、本プログラムの目的である。具体的に習得を目指す医学的知識および技術は

下記の通りである。 
 ⅰ. 救急医学（蘇生を含む初期救急対応力） 
 ⅱ. 予防医学（とくに感染制御、ワクチン、渡航医学など） 
 ⅲ. 健康増進（生活習慣・食事指導、禁煙外来、肥満外来など） 
 ⅳ. 高齢者ケア（骨粗鬆症や認知症などへの多様な対応力） 
 ⅴ. 終末期医療（患者・家族の希望に沿った対応力） 
 ⅵ. 女性特有の疾患（更年期障害など）と健康問題 
 ⅶ. 男性特有の疾患（泌尿器疾患、ED など）と健康問題 
 ⅷ. 回復期のリハビリテーション（心肺機能を含む患者自立にむけての治療） 
 ⅸ. メンタルヘルス（心のケア、産業医としての対応など） 
 ⅹ. 東洋医学（漢方、鍼灸など） 
 
研修カリキュラム 
1～2 年目  
施設 
東邦大学医療センター大森病院 総合診療科・急病センター（内科）および東洋医学科  
期間 
1 年 
習得内容 
大学病院総合診療科では日本最多の入院、外来数を有する特徴を最大限に利用し、頻度の高い疾患から

診断困難な患者までを対象とした入院および外来での一般内科の診療能力を養う。同時に頻用される漢

方治療を通して、東洋医学的思考回路の涵養を目指す。 
 
2～3 年目  
東邦大学病院群を形成している協力病院のローテートを行う。 



 １． 都市型総合診療を学ぶため、JCHO 湯河原病院、賛育会病院、菊名総合病院、相模原中央病院

などから選択し、研修する。 
 ２． JCHO 湯河原病院、沖縄県立八重山病院、青森県深浦診療所などと連携して、医療過疎地型総

合診療を学ぶ。 
 ３． 羽田空港国内線・国際線クリニックで、羽田空港を中心とした感染制御、予防医学、渡航医学

を学ぶ。 
 ４． 西穂高診療所では高山医学、外傷医学を学ぶ。 
 ５． 石垣島胃カメラ健診ではフル参加で 50－100 名の胃カメラを経験する。 
 
3～5 年目  
将来開業希望の医師に対しては、必要に応じ小児科および皮膚科・耳鼻科また整形外科・放射線科への

研修も可能にする。その他、各自将来の目的にあった研修を実施できるようにする。臨床研修を通して、

リサーチマインドをもった総合診療医の育成を目指す。 
 
主な週間予定 
月曜－土曜日 AM 8:30       新入院カンファレンス 

外来再診 2 コマ／週、救急車対応 1 コマ／週 
時間外外来 1 コマ／週 

月曜日 PM 4:00～         教授回診 
PM 6:00～         入院カンファレンス、東洋医学勉強会 

火曜日 PM 4:00～         若手ミーティング 
木曜日 PM 4:00～         研修医向けレクチャー 
土曜日 月 1 回          総合診療講演会 

 
指導責任者と教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大森病院 総括指導責任者 瓜田 純久 
内科系            指導責任者   宮崎 泰斗 
外科系            指導責任者   島田 長人 
救命救急           指導責任者   本多  満 
東洋医学科          指導責任者   田中 耕一郎 
沖縄県立中部病院       本村 和久 
沖縄県立八重山病院      鈴木 秀和 
JCHO 湯河原病院       高取 吉雄 
さんむ医療センター      坂本 昭雄 
菊名総合病院         村田  升 
大森医師会          鈴木  央 
 
コースの実績 
厚生労働省が募集する総合診療専門医要請プログラムとして認められ、補助金を獲得している。このプ

ログラムによって、新専門医制度における総合診療専門医への申請が可能になる見込みである。地域ロ

ーテートは 2018 年から本格的に運用される見込みである。 



コースの指導状況 
横断的な診療力と救急現場での反射的対応力を養うには、多くの疾患に対して短時間で適切な診断治療

を行う臨床現場での反復トレーニングが重要である。地域の医師との交流を深め、家庭医としての研修

先を確保し、密に情報交換をしている。年 2 回大田区総合診療研究会を開催し、都内では東京総合診療

カンファレンスを都内 4 大学と共催し、研修のフィールドを広げている。 
 
学位・大学院と海外留学について 
本コースの最大の特徴は、社会人大学院生として、学位と専門医を同時に取得できる点です。地域医療

と臨床研究を両立させたい方にお勧めです。現在行っている主な臨床研究は下記の通りです。 
１．ビタミン B12 欠乏症に関する研究 
２．機能性胃腸症・過敏性腸症候群に関する研究 
３．誤嚥性肺炎と嚥下機能、食道内圧に関する研究 
４．抗血小板薬、抗凝固薬と消化管出血に関する研究 
５．認知症の診断法・予防法についての研究 
６．クロストリウム・ディフィシル感染に関する研究 
７．糖尿病治療と栄養障害に関する研究 
８．市中肺炎の治療法に関する研究 

海外留学に関して、当科では海外留学経験者が在籍しており、希望者は個別にカリキュラムと照らし合

わせながら、積極的に海外留学を行えるように考慮します。 
 
評価及び修了認定 
認定医・専門医取得のため、各医師の研修プログラムの進行状況をコース指導責任者が随時把握・評価

し、不足部分について指導する。また、コース指導責任者は各医師の臨床、学会、論文を含めた活動状

況について毎年評価を行い、個別に指導する。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本内科学会 

資格名 日本内科学会認定医 

資格要件 教育病院３年以上、ACLS 履修等 

学会の連携等の概要 

必修化された臨床研修２年は教育病院での研修扱いとする。当該学会が認定した教育病院（大学病院含

む）における後期研修プログラムの一環として無認可病院へ派遣された措置がある（１年以内の派遣に

限る）。 

 

学会等名 日本内科学会 

資格名 日本内科学会認定総合内科専門医 

資格要件 認定内科医資格取得後、認定教育病院での研修 3 年以上 

学会の連携等の概要 



認定内科医資格取得後、認定した教育病院（内科臨床大学院含む）での内科研修１年以上＋認定教育関

連病院での内科研修 2 年以上＝計３年以上(卒後 6 年以上) 

  


